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馬『浮世床』（三編）に 「 南伝馬町三丁目の稲荷新道で仙女香ときくと、 じきに知れやす。 稲荷様の東隣
さ」とあります。 川柳は 「詠み手」にとっても「読み手」とっても 「知識」遊戯なので一筋縄ではいきま
せん。
◆坂本さん、 いくらなんでも出しすぎでは
この坂本さんと 「美艶仙女香」は、 日本の広告史には実によくとりあげられます。 その宣伝が、 「質」
はともかく「量Jで勝負していたからです。 まさにメディア情報を駆使 （くし）しています。 その情報発
信力は、 他の化粧品の何十倍もあったといえましょう。 その結果、 冒頭にあげた 「なんにでもよく面を出
す仙女香」と詠まれることになります。 では具体的にはどのようなものに宣伝が載ったのでしょうか。 そ
の一つは、 女子も読みそうな大衆向けの本です。 『誹風柳多留』に
仙女香やたら顔出す本の端(-ニー 31) 
とあります。 図1、 2をご覧ください。 美艶仙女香の広告をよく見かけるのは、 その本がいつ出版された
かなどを記した後表紙の見返しです。 図1がそれにあたります。 図2はなんと頁の中央という目立つとこ
ろにあります。
次に図3、 4をご覧ください。 本文最後のあたりに記されています。 これらも「本の端」といってよい
でしょう。 ついでながら、 もう一度、 図1の出版広告もごらんください。 なんと「仙女香」をタイトルに
いれた本まで出版しています。
むろんこれだけでなく「本の中」にもあります。 今でもテレビドラマや映画の劇中、 役者さんがスポン
サ ーの商品を使って、 何気に広告しているものがありますが、 台詞の中に美艶仙女香が出てくるものもあ
ります。 教訓亭為永作『青色染話 素糸（しらいと）草紙』に以下のようにあります。
「あそこの宅で取り次ぐ仙女香といふおしろいを買って来てあげましたっけ」
「てめへは仙女香より美玄香を買ってもらふがいい。 白髪を染めるには日本一といふ妙薬だ」
「ヲヤかわいそうに、 まだ黒油を付ける程じやアないヨ」
「おきやアがれ、 黒くつても白くつても、 その面体（きりょう）がどふなるもんか」
昔のドラマでは、 夫婦間でこのような会話が交わされたこともありました。 今ですとコンプライアンスに
ひっかかるかもしれませんね。 なお『素糸 草紙』の口絵に、 為永の店で 「 阪本氏より取次」として仙女香
を扱っていることが記されています。 自分の店での取り扱い商品を、 自作に取り上げたということになり
ます。
さて、 図5はページ半分を使用しての広告です。
図6~9は、 なんと挿絵の中に入れています。 どこにあるかわかりますか。 ご自身で、 さがしてみてく
ださし‘。
そしてこの挿絵の延長線上にあるかのように、 浮世絵の中にも描かれています。
美人画、 役者絵、 風景画など、 多くの浮世絵のジャンルに描かれています。 まさにメディアミックス型
の宣伝展開をしたといえましょう。
以前、 美艶仙女香が描いてある浮世絵が、 あからさまなわりには、 商品名が全部見えないことに対し
て、 商品がきちんと扱われていないことを示しているといったことをおっしゃる方がいらっしゃいました
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浮世絵を楽しむ ～知識を伝える、 表現する～
時井真紀
「いまどんな食べ物、 服装がプームなのかな？」 「あの街には、 どんな観光スポットがあるのかしら？」
現代はインター ネット等を利用して発信されている情報を得ながら、 「これだ！」という情報をみつけて、
商品を購入したり、 その街に行ったりできる。 では、 江戸時代の人々は、 どのように情報を得て、 どのよう
に文化が伝わっていったのかという疑問がうまれる。 現在の様々なメディアの役割を集約したものが、 江
戸時代は浮世絵なのではないか。 「物語のように、多くの浮世絵をわたり歩きながら見ることができたなら、
様々な江戸の知識を得ることができ、 さらに、 研究室や図書館が所蔵する資料も同時に紹介できたら、 よ
り多くの人が貴重な資料にふれる機会を提供できるのではないか！」といった研究室内での雑談から技術
と浮世絵を結びつけるシステム開発がスター トした。
～動いて楽しむ～ （平成29年度：吉原）
東海道五十三次など各地の名所を描いた浮世絵を旅する感覚でみることはできないだろうか。 そこで動
きを取り入れるシステムを作成してみようと、 人の動きのデータを取得できるデバイス(Kinect)を用いた
浮世絵鑑賞システムの開発をスター トさせた。 川が描かれている浮世絵は、 船で川を渡るようにつなぎ、
店の入り口が描かれている浮世絵は、 入り口から入ると部屋の中に導かれなど、 従来の浮世絵の解説には
ないモチ ー フでつなげていく浮世絵の世界をより展示と資料と結び付けたシステム制作を次の課題とした。
～時代を感じる～ （平成30 年度：川蔦）
源氏物語は平安時代を舞台としているが、 江戸時代を舞台として源氏物語の世界を描いた浮世絵が存在
する。 この時代の違う浮世絵を登場人物の衣装や道具に注目しながらみることで、 文化の違いを感じるこ
とができるのではないかと考え、 附属図書館の特別展示「江戸の遊び心 ー 歌川国貞の描く源氏物語の世
界一」においてシステム公開を行った。 デジタル技術ならではの表現を目指し、 鑑賞者が動くこと平安時
代から江戸時代への浮世絵に入れ替わり、また描かれた季節を感じてもらうために、桜の花びらを散らす、
また鳥のさえずりが聞こえるなど、 動きや音を利用した表現を用いた。 このシステム開発をきっかけとし
て、 日本文化と西洋文化が融合している明治時代の絵を中心とし、 江戸、 明治そして昭和と人々の暮らし
を衣装や乗り物から文化の変化を感じでもらうシステム制作がスター トした。 より多くの情報を提供する
ことを目指し、 書籍等の浮世絵以外の資料紹介も同時に試みた。 鑑賞者の興味から知識を深堀していくこ
とができれば、 さらに多くの人が浮世絵を楽しむことができるのではと考えた。 そこで、 浮世絵の鑑賞視
点を広げることが次の課題となった。
～鑑賞視点を広げる～ （令和元年度：早野）
歌川豊国（三代）が描いた「見立源氏はなの宴」では、 中央に桜の木があり、 それを囲むような形で建物
が配置され、 人々が中央のサクラを鑑賞している様子が描かれている。 中央手前の花見を楽しむ人々や景
色に注目が集まる絵であるが、 宴に彩をそえているお寿司やお刺身、 そして音楽を奏でる三味線など食や
道具に目を向けることは少ないのではないか。 寿司に注目することで、 「寿司っていつ頃広まったのかな。
今のお寿司と同じ形状なのかな。 流行のお店ってあったのかしら？魚、 米、 調味料、 道具はどんなお店で
どのように売っていたのかしら？魚はどうやって採っていたのかな？」 など絵の細部に描かれているも
のにスポットをあてるような見せ方をしていくことで、 様々な疑間を生み、 鑑賞視点に広がりを与えるこ
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